
第２回「寒河江市学校施設整備計画」保護者向け説明会 質疑応答 

 

会場：市民文化会館 

日時：令和４年１１月１０日（木）１９時３０分から２１時００分 

参加人数：２３名 

出席者：教育長 

学校教育課長（兼）学校再編整備室長 

学校再編整備室 室長補佐（兼）係長 

学校再編整備室 学校再編整備係主任 

 

 

（学校教育課長） 

事務局からお願いがございます。説明会の意図として、多くの方からご意見を

いただきたいのでご発言をお願いします。小・中学校の検討案について、いろん

な面からご意見をお願いしたいと思います。質問からお受けしたいと思います。

質問のある方よろしくお願いします。 

 

（発言者Ａ） 

 質問も中に入るかもしれませんが、思ったことを申し上げます。まず、連日の

説明会、本当にお疲れさまです。さまざまな分野の方が参加されたあり方検討委

員会で２年半という長期間にわたって検討された答申を踏まえ、さらに教育委

員会で検討を重ねられた案であるということを尊重して、中学校はＡ案が個人

的にはいいのかなと思っています。ただ、Ｂ案の公共施設の複合化もあわせて、

深みをもたせるのもいいのかなと思っています。各案ともメリットとデメリッ

トがあると思うのですが、メリットの効果を最大限に発揮できるように取り組

んでいくことが大事だと思いますし、デメリットの部分で、例えば、いじめ問題

等があげられていましたが、そうした点については、ソフト面で十分に対応して

いただければと考えます。コストはなかなかかけられないということで、やはり

コスト面の議論は非常に重要な議論だと思っています。そうした中で、子どもの

こととか、学校再編の中で最も影響を受ける、子育て世代の幼稚園のお子さんを

もつ保護者の方々とか、そうした世代の方の意見を優先的に拾い上げていただ

くのが大事なのかなと思います。地域の元気がなくなるとかありましたが、そも

そもそれを学校の存在に押し付けるのはどうなのかなと個人的に思っておりま

して、そうしたことは、別の地域活性化の方策があると思うので、教育委員会さ

んにというのではなくて、例えばそこに住んでいるというのは、そこに仕事やそ

こに住む理由があるので住んでいるわけで、産業振興とかそういったところで

中心的に取り組んでいくべきだと思います。あと、地域のよさを学ぶという点で

は、学区といいますか、フィールドが広がって、別の地域のよさも学べるという

のはメリットであると思います。寒河江市全体のことを学べるメリットもある

と思っています。あと、話がとんでしまうかもしれませんが、寒河江市外、県内

では中高一貫校の取り組みが進んでいまして、教育、人材育成の競争に負けない

ような力強い教育環境への取り組みが必要なのかなと思っています。今後、どう



いう風に議論が進むのかわかりませんが、中高一貫とかの考え方とか、教育委員

会と県教育委員会の議論になって、範囲をオーバーすることもあるかもしれま

せんが、ニーズは高まっていくと思いますので、そうしたところの資料も必要か

なと思います。あと、部活動の移行についても、なかなか具体的なことが示され

ていないということがあると思うので、喫緊の課題もあろうかと思いますので、

忙しいところと思いますが、よろしくお願いしたいなと思います。 

 質問で、子どもたちが減っている学区では、他の新庄市とかは小中一貫の話も

あるわけですが、この議論の中でそうした案がでてこない理由、こういったデメ

リットがあるので小中一貫校は取らないで中学校１校に統合するとか考えがあ

れば教えていただきたいと思います。 

 

（教育長） 

ありがとうございます。質問からお答したいと思います。小中一貫校について

は、あり方検討委員会でも議論されました。その中で、児童生徒数の問題があり

ました。小中一貫校をある地域で作っても、中学校が学年で１クラスの人数しか

いないとなると、いろんな活動に支障がでるのではないかと、では、ある程度の

人数と考えると学区の編制を考えてしなければならないと、そういった面で検

討されて、基本、今までの歴史もあるので学区編成替えは行わない方がいいだろ

うと検討されました。小中一貫校を導入した場合、学校間の不均衡がさらに大き

くなることが懸念され、本市の現状から見て、なかなか難しいのではないかとの

結論になりました。 

前半部分で、さまざまな面からご意見いただきありがとうございます。おっし

ゃられましたように、どういう案にしても、メリットと課題があると思います。

私たちもメリットを最大に活かすという方向で、課題についてはカバーしてい

く方策をとっていくと考えているところです。 

部活動についてですが、全国的に令和５年度から３年間を移行期として、令和

８年度には休日の活動については地域に移行するということで検討が進んでい

きます。都会と地方では条件が違いますので、それぞれの市や町のやり方がでて

くると思うのですが、寒河江市としても保護者代表の方や総合スポーツクラブ

の代表の方等、いろいろな方に集まっていただき、どういうふうに移行していく

か検討しているところです。部活動について詳しくお話させていただくと、山形

県では昨日の新聞にもありましたが、部活動そのものは平日のみ行う、土曜日の

活動はスポーツ少年団やクラブに移行していくという方向性が出されました。

例えば、ある生徒が平日はバスケ部に入ってバスケをやる、そしてもっと技術を

身に付けたいので、休日はクラブに入ってバスケをやるという場合もあると思

いますし、平日は学校でバスケをやるけれども、土日はゆっくりしたいのでクラ

ブには入らないということもあると思います。また、平日は自分が好きなことを

やりたいので部活動には入らないけども、土曜日だけバスケットのクラブに入

るということもあると思います。また、運動好きな子は、平日は部活動でバスケ

をやるけども、野球もやりたいので土曜日は野球のクラブに入るというパター

ンもあると思います。また、自分は好きなことをやりたいので、平日の部活動に

もクラブにも入らないというお子さんもでてくるのかなと思います。そうした



いろいろな活動のしかたが考えられると思います。私たちとしては、子どもたち

が、なるべくやりたい活動をやれるような環境を整えたいということで、これか

ら各種スポーツ団体、スポ少の方、文化関係の方に集まっていただき、協力をお

願いしていく段取りをしています。 

 

（学校教育課長） 

ありがとうございました。その他、ご意見ご質問等お願いします。 

 

（発言者Ｂ） 

２年間の長い期間、有識者との打ち合わせとかそういったことも含めて進め

られてきたのは、大変なことだったと思うのですが、今の時期に統合を行ったと

して、将来的に人数が少なくなったと考えたときに、今後、小学校の再編も考え

ていると思うのですが、具体的にそのへんの時期とかそういったところも含め

ての予想といいますか、２０年後とか、今後の例えば柴橋小の学級数、１学年１

クラスになってきていまして、そういったことの予想も並行してされていると

いうことでよろしいでしょうか。 

 

（教育長） 

あり方検討委員会では、寒河江市内の小中学校をどうしていくかということ

で、いろんな面から検討されました。今日の資料で言いますと、１枚目の裏のと

ころの整備計画のロードマップを見ていただきますと、まずは複式学級がでて

きているところの解消、次になるべく学年で複数の学級をという答申に基づき、

西根、三泉の統合、白岩、高松、醍醐の統合、その後この２校の統合という計画

となりました。ただ、寒河江小と南部小、寒河江中部小と柴橋小をどうしていく

かというのも、いろいろ話し合われたわけです。例えば、私も柴橋なので、柴橋

小学校のことはよくわかっておりますが、今、２学級あるのが２つの学年だけと

いう状況になってきていますし、今後も減っていくんですね。そうした時にどう

していくかということについては、現在の計画では、令和１３年度あたりに検討

を開始しようということでございます。そもそも、この計画については、人口の

減り方、子どもの減り方が予想できないところがあるわけです。そういったこと

も踏まえて、社会の状況も見ながら、５年ごとに見直すということが前提にあり

ます。今後、柴橋小については、ここにありますように、別の学校と統合すると

いうのも１つの案でしょうし、また、地域として１学年で１学級になるけれども、

是非ここは残してほしいというご意見が多いということがあれば、そういった

案も検討していくということで、現在のところでは、柴橋小、南部小、寒河江中

部小、寒河江小をどうするかは決定しているわけではない状況です。 

 

（学校教育課長） 

よろしいでしょうか。その他ご意見ご質問ございますか。 

 

（発言者Ｃ） 

私は、中学校の統合の件に関してこれまでいろいろ検討されて、１校案のＡか



Ｂがいいのかなと総合的に考えて思っています。部活動とかは、１校になると、

いろんな部活が増えるかなと思いますし、生徒の選択肢が増えるかなと思いま

す。一極集中でお金をかけられるということでメリットの方が大きいのかなと

考えております。ただ、１つの中学校になることによって、デメリットとして寒

河江市内での切磋琢磨する中学校がなくなるのは不安かなと思っていまして、

そういった中で教育委員会として他の市町村、村山地区、山形地区の中学校とど

ういう風に今後関わっていくのかとか、未来の展望として、寒河江市の教育委員

会としてどう付き合っていこうとか、１校になったときにどういったお付き合

いをしていくのかが不安になったところでありますが、そういったところはど

のようなお考えかという質問ですが、よろしくお願いします。 

 

（教育長） 

ご意見ご質問ありがとうございます。今、１つ考えられるのは、寒河江市も他

の市町もそうですが、１人１台のタブレット型のパソコンを配付していて、それ

を活用しているところです。例えば、社会科の授業するときに、村山や山形、庄

内の学校とかと結んで授業するということも考えられると思います。十数年前

だと、そうしたことをやろうとすると、いろんな準備が必要で、年に何回かの行

事的な感じで学校と学校を結んで意見交換することもありましたが、今はそれ

が割とスムーズにできるかと思います。そうした環境が整いつつあるかなと思

います。そういったことでやっていけるかなと思います。西村山地区でいえば、

寒河江市以外は中学校は１町１校になっていて、生徒数も減ってきているとこ

ろでありますが、例えば、合同の行事であったりとかを計画していくと、お互い

にメリットがあるのかなと考えているところです。具体的なところは、それぞれ

の学校のなかでこういうことやったらおもしろいんじゃないとか、そういった

ことを考えていって実施していくということになると思います。 

 

（学校教育課長） 

ありがとうございます。その他ご意見ございますか。 

 

（発言者Ｄ） 

コロナ禍ということもあって、子どもが通っている学校は人数規模も大きく、

学校で全校児童が集まって何かをするとか、保護者が見に行くとか、この２、３

年に限って感じてしまったのかもしれませんが、自分の子ども世代で３校が１

つに統合したときの１０００人近い生徒規模を考えた時に、自分の子どもに活

躍の場がどれだけあるか、個人的には不安に感じたというのが率直なところで

す。１校案と２校案であげていただいたメリットとデメリットを比べたときに、

単純に丸の数を比べたときに２校案の方が１つ多いんだなと比較をしてしまっ

たのですが、自分の子どもが中学校に在籍する３年間、その先々のさらに２０年

後という課題があるのかもしれませんが、１人１人の主体性を育む中学校生活

でいろいろな経験をしてもらいたいときに、１０００人規模ではたしてどれく

らいわが子が成長できるのか考えて、２校案の方が私が経験した中学時代と同

じようなことを経験上のサポートをしながら、見守っていけるのかと感じたと



ころです。なかなかその規模での学校運営が経験上のイメージがわかなくて、そ

のときに子どもたちを親として支えて、見守っていけるのかとか、これからの学

校そのものが、自分が学生のころと全然違う学習が用意されていくという、いい

面も含めてなんですが、そこまで具体的な学校の変わったときの姿が見えなく

て、人数規模、学校規模だけで議論していくところではない議論を私自身ももう

少し勉強したいかなと思ったところです。 

 

（教育長） 

心配されるのは当然だと思います。心配される点については、先ほど申し上げ

たとおり１校になった時はそうした心配な点をカバーしていくということが大

事だと思います。私も河北中に勤務していた時、９６０名の生徒がいましたが、

いろんな活動が、とてもダイナミックに行えて、とても感動的な文化祭、運動会

等が実施されていました。また、学年も３２０人くらいいるわけですが、修学旅

行等であっても、そんなに問題なく対応できたなと思います。また、いろんな子

どもたちがいるので、それぞれ刺激しあったりとか、人間ですので気が合う合わ

ないということもあるわけですが、いろんな子がいるので自分と気の合う子ど

もたちも見つけやすいということもあったかなと思います。ただ、人数が多いの

で、例えば、学年が９クラスあったので、学年の全部のクラスの授業でるのは不

可能になりますし、子どもたちも、どうしても多い人数だとなかなか自分からは

活動しにくい子もいると思います。そうした子への対応もきちんと考えていか

なければならないと思います。また、２校案となれば、４クラス、５クラスです

ので、よりお互いを知ることができるというメリットもあると思います。どちら

にせよ、いい点と課題となる点はあります。いろいろご意見を伺いながら決めて

いくということになると思います。 

 

（学校教育課長） 

ありがとうございました。その他ございませんか。 

 

（発言者Ｅ） 

先ほどの質問にもあったのですが、小中一貫校の話の中で、学区の編制という

話でなかなか難しいということだったのですが、このロードマップ上で今の現

行の案でいくと、中学校が１校と陵東中跡地に５校が統合されたのが１校、寒河

江中部小と柴橋小、寒河江小と南部小でどうなるかとなっていると思うのです

が、建設費用とか敷地の問題とかあると思いますが、４校に編制されるという数

であれば、中学校と小学校の一貫校２校という形、例えば、５校が１校となった

ものに陵東と陵西をというのは、検討されたのかなと思ったのですがいかがで

しょうか。 

 

（教育長） 

あり方検討委員会では、学区編成替えをしないということで、西部学区の小学

校３校と陵西中での小中一貫校はどうかとの議論はされています。そうしても、

これから６、７年後に西部学区の中学生は３学年あわせても９０人くらいとな



って１クラスずつになります。規模が小さくなっていくということから考える

と、西部学区での小中一貫校はなかなか難しいという結論にいたったようです。

陵東と陵南としたときに、小中とあわせての一貫校となるとそれなりの大きな

規模になっていくということ、小中一緒はどうなのかといういろいろ議論され

たと思いますが、１つネックになったのは、学区編成だと思います。例えば、中

学校の１校案、２校案についても、この説明会の中で陵南と陵東・陵西の生徒数

が変わっていくのであれば、将来的には学区編成替えをして、陵南学区から陵東

陵西の学区にという編制替えをしてもいいのではないかというご意見もいただ

いております。 

 

（発言者Ｅ） 

小学校の統合と中学校の統合は一緒に検討されているのでしょうか。 

 

（教育長） 

小学校の統合と中学校の統合は、いろんな面で絡んでくるので、両方とも考え

ながらという状況です。現在の計画での課題として、小学校を先に統合して中学

校を統合するとなると、同じ子どもさんが小学校と中学校で統合を経験するの

でストレスが大きいだろうとか、統合の時期を早くしたらどうだろうとか、小学

校でいうと５校統合ではなくて、学年複数の学級にはならないけれど、陵西学区

に１つ小学校を残してほしいというご意見もありまして、地域バランスを考え

たときに、そうした案も考慮すべきとも思います。統合年度をどうするかという

ことも様々に絡んでくることありますので、いろいろな面から検討しておりま

す。 

 

（発言者Ｅ） 

もう１ついいですか。建物なので耐用年数とかあると思うのですが、建物自体

がこの時期までには直さなければいけないとか補強しなければいけないとか、

それぞれの学校で分かっていると思うのですが。そういうのはありますか。 

 

（教育長） 

水回りですとか雨漏り関係とか劣化度調査はしております。そうしたことを

考えると、５０年を過ぎてくると、いろいろと改修が必要なところがでてくる状

況です。コストの面についてのこともありましたが、参考例として高畠中は統合

したときは７００名弱くらいでしたが、５０憶円かかっています。３校統合とな

りますとそれよりもお金がかかると思いますが、国の補助として統合を伴う校

舎の新築の場合は、１／２の補助があります。グラウンド等については１／３の

補助があります。現在、詳しく調べていますが、単独で新しくすると補助は今の

制度では難しい状況のようです。コスト面での計算も含めて、耐用年数と小学校

の統合の仕方、中学校の統合の仕方も考えていかなければならないと思ってお

ります。 

 

 



（学校教育課長） 

その他ございませんか。 

 

（発言者Ｆ） 

他の方の意見で、大きくなると活躍の場が減るというご意見があって、今でも

そうなのかもしれませんが、活発な子どもとか、勉強以外でも生徒会活動で一生

懸命な子が評価されて、引っ込み思案の子が評価されないとか、活躍の場が減っ

て、活動しない子が評価されないで受験とかで不利益を被るとか、それが競争だ

ということで、そればかりが取り上げられて競争で取り残されてしまう子が救

えないという評価だと大変困るなと思っているので、今現在もそうかもしれま

せんが、そうした生徒１人１人のよさを見てあげて、評価してあげる仕組みが大

事だと思いました。受験する子どもだと内申などの話を聞くと、積極的な子ども

が優先的で、消極的な子どもが救われないというのは大変かわいそうだなと思

うので、そうした評価のあり方の検討というのも必要なのかなと、個人的な意見

として思ったところです。 

 

（教育長） 

本当にその通りだと私もずっと思いながら教員をしてきたところです。目立

つ子は活躍して、いろんな先生から頑張ったねという声かけが多くなります。で

も、普通に頑張っている子の頑張りに、しっかり目を向けて評価していく、それ

ぞれの子どもの良さをみて、声がけし評価していくことが大事だと思います。内

申書でも、それぞれのよさや日頃の活動を評価していくことが大事だと思いま

す。生徒会の役員をしているとか大会で活躍したというのも、その子の１つの評

価でありますが、それだけでなくて、日頃の努力であったり行動であったりの良

い点に目を向けて、評価をしていくということが大事だと思っております。 

 

（学校教育課長） 

ありがとうございます。その他ございますか。 

 

（発言者Ｇ） 

２年間検討されての案ですので、どの形になってもメリットを活かしてやっ

ていただけるのかなと話を聞いていて思ったところです。部活動に関しては、私

たちがやっていたときとは、部活動のあり方は相当変わってきていると話を聞

いていて思いました。私の世代だと、運動部で強豪だと年間１０日くらいしか休

みの日がないとか、土日は練習試合で県外に行ったりするのが普通でしたが、そ

の感覚では語れない状況かなと思って聞いていたところです。おそらく１校に

するにしろ２校にするにしろ、やってみて５年間でロードマップを見直すとい

うことで、その辺を対応されるかなと思ったので、私個人としては１校で資源を

集中した方がいいのではないかと思って聞いておりました。陵南中は野球部が

名門だったのですが、去年の入部者は１人しかない。できない競技が相当数でて

くるかなと思って聞いていたので、これが全体のパイが増えれば子どもがさま

ざまな競技にチャレンジできるかなと思ったので、人数のスケールメリットが



あるのかなと思って聞いていたところです。以上です。 

 

（教育長） 

ありがとうございます。今、おっしゃられた部活に関しては、昔とはまったく

違ったものに変わっていく方向だと思います。私も剣道部の顧問をしていまし

て、休みはお盆と正月だけのような練習をしてきましたけれども、今後はそうい

ったことではなくなっていくんだと思います。ある程度の人数がいれば、部活動

に入らない子もいるでしょうけれども、入る子の人数も多くなるので、多くの競

技等の部活動を設置できて、少なくとも平日は自分の選んだ部活で活動できる

と思います。先ほどありましたように、陵南中の野球部でも今年の新人戦は単独

では出場できない人数で、朝日中学校と合同で出場したという状況です。他の西

村山の中学校も河北中以外は１５０人前後の人数になっているので、部活動が

難しくなってきています。そして、この新しい部活動のあり方を考えたときに、

今ある部が今後存続できるのかを心配している状況があります。今までは基本

全員加入が原則で各学校でやってきましたが、今後の活動は子どもたちの様々

な選択になってくるので、平日の部活動には入らない子も出てくると思います。

人数が少ない学校では、例えばバレー部に入ったけども、人が集まらなくて練習

が難しいなども想定されていて、そうした状況をどうしていくかが小規模の学

校では、大きな悩みになっている現状だと思います。  

 

（学校教育課長） 

ありがごとうございます。 

 

（発言者Ｆ） 

ふと思ったのですが、もし、就学中に大規模な災害などが起こった場合に、１

つの中学校の場合は、どういう対応をとるのでしょうか。同じ場所に集めて、そ

こから避難経路というか、自宅に案内されるのか、スクールバスとなった場合に

一気に出すことはできないでしょうし、そこら辺の展望を教えていただければ

と思います 

 

（教育長） 

災害の種類によると思います。大雨で洪水の場合、大きな地震などの場合は対

応が違ってくると思いますし、学校でそのまま待機した方がいいという場合も

あるでしょうし、保護者の方に引き渡すといいますか、帰った方がいいというこ

ともあるでしょうし、その災害の状況に応じて対応していくということだと思

います。大事なことは、こういう災害が起こったときには、これだけの人数がい

るので、避難の仕方や対応についてマニュアルとして作り、見直しを図りながら、

洪水に対する避難訓練、大地震があったときの避難訓練などをやっていかなけ

ればならないと考えているところです。 

 

（発言者Ｆ） 

マニュアルを作っていただいて、保護者の方に展開していただき、こういった



ときはこうあるべきだなどあると、安心して預けることができるかなと思いま

すので、よろしくお願いします。 

 

（学校教育課長） 

その他ございますか。 

 

（発言者Ｇ） 

放課後児童クラブは子どもの家の近くにあると思うのですが、例えば、小学校

からの移動距離が遠くなったときに、どのような展開をされるのか気になった

ので教えていただければと思います。 

 

（教育長） 

小学校の場合は、放課後児童クラブのことは大きな問題だと思います。クラブ

に入っているのは低学年の子どもさんが多いので、説明会でも、西部地区で１つ

に統合した場合、今の案でいうと醍醐小学校に統合した場合に、高松と白岩の放

課後児童クラブはどうなるのかというご質問をいただいています。保護者の方

からは、統合したとしても高松、白岩の児童クラブを活かしてほしいというご意

見をいただいております。放課後児童クラブについては、子育て推進課で検討し

ていくわけですが、説明会でそうした意見が強いことは伝えておりますし、そう

いった面も考慮して検討してほしいと伝えているところです。例えば、放課後児

童クラブがそれぞれの地域に残った場合は、帰りのスクールバスは放課後児童

クラブに寄って、それぞれの乗り降りの場所に回ってということも考えられる

かなと思っているところです。 

 

（発言者Ｇ） 

 ありがとうございます。 

 

（学校教育課長） 

 その他ございますか。 

 

（発言者Ｈ） 

 長時間ありがとうございます。個人的には、先ほど小中一貫校の話がありまし

たが、陵南小中学校、陵東小中学校というのも楽しいかなと思うのですが、それ

とは別で、要望が１つあります。どちらかというとこの統合の背景には、学校の

先生のなり手が少ないという部分も背景にはあると思っています。例えば、中学

校の先生だと土日も出勤で、遅くまで部活を見ても残業代がつかないとか。教師

が教師になりたいと思うような職場になるように、教師の方の環境改善に努め

ていただければと思います。なりたいという希望者が多ければ、それだけ質の高

い先生も集まると思いますので、できればそちらもご検討いただければと思い

ます。 

 

 



（教育長） 

教師のなり手不足については、本当にその通りですし、そういう風にしていか

なればならないと思っています。例えば、来年度採用の山形県の小学校の教員採

用試験の倍率は１．３倍でした。かつては１０数倍が普通で、全国的にも高い方

から４、５番目だったのですが、現在は下から２、３番目となっております。中

学校も教科によっては、１倍ちょっとくらいしか志願者がいなくて厳しい状況

です。それは、数年前、教員がブラックな職業だということが報道でも取り上げ

られました。長時間労働で体調を崩して長期の休みを取らざるを得ない人が増

えたり、去年は、教員になって５年以内で辞められた方が３０人にもなっている

という状況です。結婚などで他県に行くなどの理由で辞められた方もいると思

いますが、病気でとか気持ち的にもう続けられないと思って辞めた方もいると

思います。今後、これまで以上に働き方改革をしっかりやっていかなければなら

ないと思っています。寒河江市では１か月の時間外勤務が８０時間を超えた先

生には産業医の先生とメンタルヘルスの面談をしてもらって、いろいろアドバ

イスを受けてもらっています。また、衛生委員会を作って、職場の労働環境の改

善に努めているところです。先生方が生き生きしていないと、子どもたちも将来、

教員になろうとは思わないと思うんです。教員を目指す人の理由を聞くと、小学

校や中学校の時の先生に憧れたからという声が一番多いんです。憧れの教員で

あるということは、授業も他の活動もしっかりとやっているということだと思

います。そうした教員が増えることが教育の質をあげることでもあると思いま

す。そうしたことにも教育委員会としてはしっかりと取り組んでいますし、今後

とも取り組んでいきたいと思います。 

  

（学校教育課長） 

その他ございますか。予定の時間になりましたので以上で質疑を終了させて

いただきます。 

 


